森林体験施設整備事業に係る基本計画・条件整理業務プロポーザル要項


１　業務の目的
　　本業務は、「丸森町林業振興ビジョン」において、町民の森林への関心を高めることや地域活性化の観点から、森林フィールドを活用した施設の設置について具現化するとともに、子どもたちの森林に対する理解の醸成や「生きる力」を育むために、森林を活用した体験施設を整備するもの。
また、森林体験施設整備事業については、円滑な実施設計施工一括発注プロポーザル用要求水準書(案)及び実施要領(案)作成業務を実施するための、基本計画策定、法的規制の確認、概算事業費及びランニングコストの算出を行うことを目的とし、本業務の経験・知見を持つ者を受託候補者として選定するもの。

２　業務の概要
(1) 　業務の名称　森林体験施設整備事業に係る基本計画・条件整理業務委託
(2) 　業務の内容　別紙　仕様書のとおり
(3) 　履行期間　　契約締結日から令和９年３月24日まで
(4) 　予算額　　　3,500,000円（消費税及び地方消費税を含む。）

３　実施スケジュール
	件名
	期限等

	公募開始
	令和８年10月14日（水）

	質問受付期限
	令和８年10月19日（月）正午必着

	質問回答
	令和８年10月20日（火）

	参加表明書の提出期限
	令和８年10月21日（水）午後５時必着

	参加承認書の通知
	令和８年10月22日（木）

	企画提案書等の提出期限
	令和８年10月29日（木）午後５時必着

	選定委員会
	令和８年11月４日（水）予定

	選定結果通知
	令和８年11月９日（月）

	受託候補者との仕様の調整
	事務局から連絡

	受託候補者からの見積書の提出
	事務局から連絡

	受託候補者との契約の締結
	令和８年11月中旬



４　参加資格
　次に掲げる条件をすべて満たしている事業者であること。
(1) 　次のア又はイに該当する者であること。
ア　丸森町競争入札参加資格者に登録されている競争入札参加の有資格者。
イ　上記アに該当しない者で、参加申込書の提出期限までに、競争入札参加資格審査申請に必要な書類を事務局に提出し、丸森町が適当と認めた者。
(2) 　地方自治法施行令(昭和22年政令第16号)第167条の4の規定に該当しない者であること。
(3) 　指名停止の措置を受けていない者。
(4) 　会社更生法(平成14年法律第154号)第17条に基づき更生手続開始の申立て又は民事再生法(平成11年法律第225号)第21条に基づき再生手続き開始の申立てがされていない者。

５　質問の受付及び回答
(1) 　受付期間　令和８年10月14日（水）～10月19日（月）正午必着
(2) 　質問方法
下記のアドレスに電子メールで質問することとし、電子メール送信後は、
必ず電話にて送信の旨を連絡すること。なお、電子メール以外の方法による質問は受け付けない。
　丸森町農林課林業振興班アドレス　rinshin＠town.marumori.miyagi.jp
(3) 　質問書の様式は自由とするが、次の項目を明記すること。
1 電子メールの表題は、「森林体験施設整備事業に係る基本計画・条件整理業務」に関する質問（事業者名）とすること。
2 事業者名、担当者の氏名、連絡先（所属、電話番号等）を記載すること。
(4) 　回答方法
回答は、原則として、令和８年10月20日（火）までに、町ホームページに掲載する。ただし、参加資格兼参加承認をした団体に対しては、提出期間以降に関しても、随時電子メールにより回答する。

６　参加表明書の提出
(1) 　提出期限及び提出方法等
1 提出期限　令和８年10月21日（水）午後５時必着

2 提出先　丸森町農林課林業振興班アドレス
E-mail　 rinshin＠town.marumori.miyagi.jp

3  提出方法　電子メール
(2) 　提出書類　参加表明書兼参加資格確認申請書（様式第１号）
　　　　　　会社概要書（様式第２号）
(3) 　提出部数　１部
(4) 　参加承認書の通知
1 通知日　令和８年10月22日（木）

2 通知方法　参加表明書に記載のメールアドレスあてに電子メールで通知する。

７　企画提案書等の提出
(1) 　提出期限　令和８年10月29日（木）午後５時必着
(2) 　提出書類
1 企画提案書　正本１部　副本６部

2 参考見積書　正本１部
(3) 　企画提案書等作成について
1 企画提案書
ア　企画提案書（様式自由　Ａ４版　10頁以内）
　　　　イ　記述については、説明を要せずとも企画提案書を読んで理解できる内容とすること。
　　　　ウ　各ページにはページ番号を記載すること。
　　　　エ　文字の大きさは10.5ポイント以上とすること。

2 参考見積書
消費税及び地方消費税を除いた価格並びに税込価格を記載すること。なお、書式は任意とする。
(4) 　提出方法　持参又は郵送（郵送の場合は、提出期限までに必着のこと。）
　　　　　※持参の場合、午前９時から午後５時までとする。
(5) 　提出先
　　〒981-2192　宮城県伊具郡丸森町字鳥屋120番地
　　丸森町農林課　林業振興班　担当　岡崎、菊池
TEL　0224-72-2146

(6) 　留意事項
1 参加表明をした者であっても、提出期限までに企画提案書等の提出がない場合は、参加を辞退したものとみなす。
2 提出した企画提案書等の差替え、再提出は認めない。なお、本町が必要と認めるときは追加の資料提出を求めることがある。
3 企画提案書等に虚偽事項を記載していることが判明した場合は、当該企画提案書等は正規の資料として取り扱わない。
(7) 　企画提案書の記載内容
1 事業に対する意欲、考え方を記述すること。合せて下記に対する考え方も記述すること。
・業務執行能力について：経営基盤、人材等について
　　　　　　　　　　　　業務執行体制（人材の配置等）について
・企画提案について：業務趣旨に対する考え方について
　　　　　　　　　　進行管理及び目標設定について
　　　　　　　　　　地域特性の理解と具体性等について
2 別紙「仕様書」の内容を満たすとともに、自由な視点及び観点から作成すること。
3 業務を遂行する上で、独自提案又はこれまでの経験に基づくアドバイスがあれば記述すること。

８　審査
(1) 　選定委員会開催日
令和８年11月４日（水）予定
(2) 　審査方法等
1 候補者の選定に当たっては、本町職員による選定委員会により審査を行う。
2 審査方法は、評価項目毎に採点を行い、その合計点数により最適と認められる事業者を候補者として選定する。
3 審査は、非公開とする。

９　審査基準
　　審査にあたっての評価項目及び配点等は、別紙「評価基準」のとおりとする。

10　審査結果の通知
　　選定結果は、企画提案書等を提出したすべての者に速やかに通知する。なお、選定に関する異議等は受け付けない。


11　契約の締結等
　　受託候補者に見積書の提出を依頼する。なお、提案内容がすべて仕様に盛り込まれるとは限らないこととする。受託候補者と契約を締結することができない事由が生じた場合は、次点となった者と契約交渉を行う。

12　参加者の失格
　(1)　参加資格を満たさない場合及び提出書類に虚偽の記載があった場合
(2)　参考見積書の金額が提案上限額を超過した場合
(3)　審査の公平性を害する行為があった場合
(4)　選考結果が届くまでの間に指名停止となった場合

14　その他留意事項
(1) 　企画提案書作成に関する報酬は、支払わない。
(2) 　本企画提案に参加する費用は、すべて参加者の負担とする。
(3) 　提出書類は日本語を用いるものとし、通貨は日本円とする。
(4) 　本企画提案に関する書類に記載された日時は、すべて日本標準時とする。
(5) 　書類提出後の提案等の修正または変更を一切認めない。
(6) 　提出された書類等は、返却しない。
(7) 　提出された書類等は審査及び説明のために、その写しを作成し、使用することがある。
(8) 　提出された書類等は、本プロポーザル以外の目的で参加者に無断で使用しないが、町民等からの情報公開の請求に応じて、提出書類を公開又は一部公開する場合があることをあらかじめ了承すること。
(9) 　企画提案書に含まれる第三者の著作権その他の権利についての交渉・処理は、参加者が行うものとする。











（別紙）

企画提案書及びプロポーザルの評価基準

　企画提案書等の評価基準は、次の評価項目によるものとし、１項目ごとに点数を決定し、選定委員一人あたり50点満点で評価するものとする。

【企画提案評価項目等】

１　企画提案書を特定する評価項目と評価基準（50点満点）
	評価項目
	評価の基準
	配点

	業務執行能力
	業務執行についての体制（経営基盤、人材等）が整って
いること
	5

	業務実績
	国、地方公共団体等からの業務委託の実績があること
	5

	業務執行体制
	業務に見合った人材の配置など、業務を適切に遂行できる体制が組まれていること
	5

	企画提案の内容
	本業務の趣旨を理解し、基本的な条件を満たした提案が
なされていること
	10

	
	計画の全体構成について、進行管理や目標設定の方法が
検討され全体スケジュールが適当であること
	10

	
	丸森町の地域特性を理解し、提案内容が具体性、妥当性、
実現可能性を伴い優れていること
	10

	事業費の適合性
	見積金額が業務内容に見合った適切な経費であり、工夫がみられること
	5



２　評点合計点の最も高い提案者が複数ある場合には、そのうちから参考見積額が低い者を候補者に特定する。

○評価の基準にある項目について、企画提案の内容から判断して評価する。
　・5（10）点：特に優れている
　・4（7） 点：優れている
　・3（5） 点：ふつう
　・2（3） 点：やや劣っている
　・1（1） 点：劣っている
